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卒業式を翌日に控えた２／２９(木)に各種表彰式を行います。 

長崎県教育委員会優良卒業児童生徒表彰 ３年６組 松永 英李 

長崎県スポーツ表彰 ♢県スポーツ賞  団体 剣道部女子 

                   個人 ２年２組小川 大和(レスリング) 

長崎県高体連表彰  ♢卒業生顕彰   ３年５組 寺川 舞(剣道女子) 

♢一般表彰    ２年２組 小川 大和(レスリング) 

長崎県高文連卒業生顕彰        ３年３組 吉岡 杏珠(放送部) 

３年間無欠席生徒表彰         ４５名 

 

 

 

 進路が決定している３年生を対象に、２月５日に「ヤング講座」、２月８日に「スー

ツ着こなしセミナー」、２月１３日に「租税教室」を実施しました。各講座において生

徒たちは、年金の必要性や契約の際の注意点、スーツの正しい着こなし方など、様々

な視点から社会人としての必要なことについて学びました。高校を卒業すると大人と

しての自覚がこれまで以上に求められ 

るようになります。今回学んだことを 

活かし、卒業後も社会の中で立派に成 

長してくれることを期待します。 

講師の先生方、ありがとうございまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

２月２５日（日）・２６日（月）に国公立大学前期試験が実施されました。全国で

国公立大前期試験に 23 万 2344 人が出願しています。本校からも 105 名が出願

し、共通テスト利用総合型・学校推薦型選抜での合格者を除いた 94 名が受験に臨み

ました。前期試験終了後は３月の中期・後期試験に向け、受験が続きます。これまで

の努力が実り合格を勝ち取ることを、関わってきたすべての人が願っています。  

２年生は卒業まであと１年となりました。進路決定につながる大切な１年です。３

年生の先輩の姿が、来年の自分の姿です。先輩を超えられるように努力し、進路実現

を達成してください。大学進学と一括りにしても、学部・学科は多種多様で、同じ大

学の同じ学部学科を目指す人は少数です。それぞれ目標も思いも現状も異なります。

だからこそ、島高の仲間とともに成長し、進路を選ぶ力を付けてください。  

１年生は、先輩になります。今の２，３年生の先輩達を超えようとする姿を見せて

下さい。期待しています。 

進路決定者対象講座 

「探究力とは行動力」 

職員室から 
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サントリーの社是をご存知ですか。「やってみなはれ」これは創業者鳥井信治郎氏の言

葉であり「失敗を恐れることなく、新しい価値の想像をめざし、あきらめずに挑み続け

ること」という企業理念を表しています（HP より）。 

 探究力は行動力です。どれだけ斬新・奇抜でも、頭の中にあるアイディアが探究なの

ではありません。論理的思考力が探究なのでもありません。思いついたことを即行動に

移す。行動に移した時、理想とは違う現実にぶつかり、思いもしなかった障壁が立ち塞

がります。それをどう乗り越えていくか。それが探究です。「きっと上手くいく素晴らし

い発想」が初手からつまずき、愚にもつかない素人考えであったことに気付かされ、恥

ずかしさに顔を赤くする。それも探究です。壁を越えるためには、年齢も立場も違う人

と会い、その協力を得なければならないことがあります。それも探究です。活動の中

で、地元にこんな面白いことをしている人がいたのかと気付かされます。それも探究。

何かを見つけるために町を歩き野山を這い回る中で、見慣れたはずの故郷が違った見え

方をしてくることがある。それも探究。 

 探究的な学びとは、自ら問いを立て、情報を集め、整理・分析し、表現することであ

るとされています（学習指導要領）。しかし、最初に立てたはずの問いは、探究活動の中

で次々に変わっていきます。人と出会い、野山を歩き、実験室にこもり、せっかく立て

たプランに山ほどダメ出しをされる日々の中で、「興味・関心を元に立てた」はずのあな

たの「魅力的なオリジナルの問い」は、その最初とは似ても似つかないものに変わって

しまいます。それが探究です。なぜ変わってしまうのか。それはあなた自身が変わって

いくからです。探究活動を経て、多くの人と出会い、様々な経験を経ることで、探究者

自身が変容していきます。それこそが探究です。生きている学びだから変わるのです。

最初から最後まで問いが変わらない探究は死んだ探究です。既製品や誰かの成功をなぞ

っただけの「探究もどき」です。 

 ２学期から１年生は本格的に探究活動としてフィールドワークに取り組みました。訪

問先にアポ取りの電話をかけ、上手く行った時の輝いた顔を見る時、訪問先から帰って

きて、思いもかけないヒントをもらえたことを報告する時の生徒の表情は、確実にこの

短い時間での変化と成長を表していました。３月の発表会を告知したあとの２年生の行

動力の加速ぶりには目を見張らされました。彼らの行動力に我々教員も火をつけられた

ように思います。３月２１日、文化会館は島高生の探究精神の結晶を見せてくれるので

はないかと期待しています。 

さあ島高生諸君、「やってみなはれ」！ 
 

１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 島原市霊丘公園体育館・弓道場、島原高校弓道場 

進路指導部主任 荒木 健輔 

探究部主任 松永 俊 

青青きき楓楓  
国公立大学二次試験 

租税教室 スーツ着こなしセミナー 


